
2015年 9月 10日 鬼怒川決壊・常総市大洪水の記録
                            カトレアの山野井洋蘭 山野井 喜仁

前日からの大雨に伴い、市内を南北に流れる鬼怒川が常総市内の上

流 5ｋｍ程のところで決壊し市街地まで流入した。市街地中央部には

鬼怒川と市の東側を流れる小貝川をつなぐ八間掘があり、その堤防で、

市街地中心にまでは浸水しないと予想していたが、予想をはるかに上

回り、八間掘の土手上のガードレール上面を超える水が押し寄せ、市

街地は全面浸水した。山野井家のある市街地南部一帯も未曽有の災害

となった。

市役所・・・１階内部１ｍ冠水、非常用発電設備水没、駐車場の職員

の車、公用車等水没、全て廃車

郵便局、ＮＴＴも同じく浸水、固定電話、携帯電話など通信手段は断

たれた。水道局も浸水し、断水が続いた。

市街地南部（下記写真）中央の消防署は１ｍ浸水、常総警察署は浸水は逃れたが、孤立状態であり、道

路は当然のことながら通行不能である。

常総市市街地南部地区 内閣府衛星写真より

オレンジ枠内・・・・  山野井洋蘭 温室・自宅、

黄色線・・・ 浸水境界  この地区は山野井洋蘭以外 10数軒しか浸水を免れなかった。700世帯近く

ある町内の８割は、60ｃｍ以上の床上浸水であった。

小貝川は警戒水位を超えないほどの水量で、台風時の方が水量が多いくらいであった。



  国道 294号線 山野井洋蘭進入路前の常総消防署、警察署前の様子

9月 11日 決壊 2日目   通常の様子

国道 294号線消防署前を走る自衛隊車両      1階水没の民家 救助中のヘリ

            

           浸水の跡が残る車

開庁 2か月の常総市役所新庁舎



救助に向かう自衛隊                濁流の市街地

                   市街地上空を飛び交う救助ヘリ

左写真

中央を左右に流れる八間掘

左は 決壊した鬼怒川

写真上部中央が決壊現場

手前中央 市役所

写真内は全域床上浸水

八間掘上側は床上 2ｍ以上の浸水地域

最高で 2ｍ35ｃｍと聞いた。

   右写真  常総市内中心部

        中央下  水海道駅

          ホテルルートイン

        写真内はほぼ床上浸水



水海道駅より市内北側を望む 右奥は筑波山

常総市役所前駐車場

常総市水海道中心街 中央が水海道駅（写真が途切れた中央すぐ下に山野井洋蘭）



復興に向けて 山野井の活動

決壊 3日目の常総市は、ゆっくりと水が引き始めた。市内全域が水没のため、市役所をはじめ、公共機

関はすべて機能を失った、電話局が水没、東京電力も送電をストップ、水が引いたとはいえ、市民の生

活は閉ざされた。家はあるものの、昼間は自宅の掃除、夕方からは避難所へ移動し、炊き出しの食事に

ありつく生活が毎日だった。灯りのない市街地はまるでゴーストタウンだった。水道局が 2ｍ以上の浸水

の為、市内全域は断水状態が続いた。ペットボトルの飲料水はたくさんの支援があり、ある程度不自由

はしなかったが、トイレ用や掃除用の水が不足し、市民は満足に復旧活動ができなかった。

幸いなことに山野井洋蘭では、自家深井戸を所有しており、非常時を想定し、発電機も常備してあっ

たが停電にもならず水を使うことができた。また真水用の１ｔタンクが多数あり、子供達も全員帰省し

てくれたのでスタッフが揃い、毎日生活水の配給に専念することができた。フェイスブックやラインな

どの SNSを使い、毎日市内の配給場所を告知し、市内に常時 10か所にタンクを設置し、誰でも自由に

水が使えるように運搬した。需要が減れば新たな場所にタンクを移動することにより、より多くの方々

に支援ができるよう努力した。我々一家が運んだ水の量はおおよそ 2週間で 500トンは超える。

断水の市内へ生活水の配給作業         市内各所へタンクを常設しての配水作業            

いくつものタンクが市内へ運ばれた。                            

                                 市内各所に置いたタンク

                                  500リットル以上入る



SNSの呼びかけに、仲間たちも駆けつけてくれ、たくさんの支援を受けることができた。

見ず知らずの土地で、一生懸命手を貸してくれた彼らには本当に感謝した。

また、ここには書き切れないほどの仲間から心身ともに支援を頂いた。（諸事情により掲載できない方も）

大田市場内 仲卸 京橋花きの藤井さん   少林寺拳法ボランティアチームの皆さん      ㈱渡辺パイプさんより飲料水等

フラワーオークションジャパンの國本さん    高圧洗浄機で泥落としに大活躍        4地区の町会を通じて全戸配布

土浦市から井浪さん 佐藤さん            北海道の友人より        （合資）ワーウォ技術研究所さん

    千葉県 長野さん                                 人畜無害な殺菌剤・消臭剤が大量に

        子供たちが山村留学でお世話になった秋田からも。                 地元の文房具店からも。

      四国遍路でお世話になっている                群馬県の花屋「花恋」さんも支援物資を集めてくれ

   20番札所鶴林寺さんからも、労いの言葉とともに。            1 日ボランティアも手伝ってくれた。

皆様方の協力により、たくさんの方々が救われた。本当に感謝の気持ちが絶えません。

ありがとうございました。             



夜間は、人のいない被災地区に窃盗団が出没し、被害が甚大だった。

家族で被災地全域の深夜パトロールを毎晩行い、治安維持にも努めた。

停電し人気のない真っ暗な街は、想像以上の荒廃状態と無法地帯だった。

     厚生労働副大臣から激励

            少林寺拳法の道場の床洗い



常総の明日へ  ～復興に向けて～

  

小雨の降りしきる中、天皇皇后両陛下が慰問においで下さいました。

  傘もささずに頭を下げられる姿には本当に感謝いたしました。

  このお姿を見て、我々が頑張らなければと、あらためて誓いました。

常総花いっぱいプロジェクトに参加

  3500個のプランターに花を植え、被災した市内全域に配布、

花は、人々の心を和ませます。

     水海道駅にて

パンジーとチューリップの球根を植え、

  市民が長期間にわたり楽しめるようにした。



復興支援プロジェクト常総クリーン大作戦を主催

SNSで呼び掛けた仲間たちと、不法投棄された災害ゴミを撤去した。

4日前に呼び掛けたにもかかわらず、常総市長をはじめ、県外、市外からトラック 16台、

総勢 46人が集まり、野ざらしになり悪臭を放つ災害ゴミを、集積所まで運搬した。

晴天に恵まれ、またメンバーにも恵まれ、最高の活動ができた。

参加いただいた皆様方、本当にありがとうございました。

3地区合同農地一斉清掃を主催

11 月 28 日には 市内南部 3 地区の水田に流入した災害ゴミの撤去作業を呼び掛け、約 400 人の協力者

を得られ 60haの農地の災害ゴミを撤去した。

東日本大震災の時結成した「山田町義援隊」の炊き出しも好評であった。

（山田町義援隊の過去の活動報告は、山野井洋蘭ホームページ内参照）

常総市長と農業委員会長とともに

   

  晴天の中、たくさんの人に支えられ、

農地の災害ゴミが片付けられた。



炊き出しはお馴染みの「山田町義援隊特製 具だくさんトン汁」です。

「復興餅つき」 12月 19日にもち米 1200kgを使って行いました。

  

つきたての餅は、集まった市民に無料で配布しました。

立浪部屋の力士の皆さんにも

協力して頂きました。

                                   

右側の力士「羽黒豊」

は次男の同級生です。



ゆく年くる年

12月 31日の NHK「ゆく年くる年」でも菩提寺「報国寺」が取り上げられ、そこでも炊き出しや出演

させて頂きました。炊き出しは常総市の皆様へ新しい年を迎える応援と、ボランティアして頂いた皆様

への感謝の気持ちを伝えるために行いました。                                                 

四国八十八ヶ所霊場会からの支援

3月 8日 四国八十八ヵ所霊場会青年部の方々が、常総市に支援に行きたいとの申し入れがあり、

ありがたく支援を頂きました。被災された皆様が通う老人ホーム「よしの荘」にてお砂踏み巡礼、

遠い四国の地にて街頭にて募金活動を行い、集めて頂いた常総市民への義援金の受け渡し、決壊現場で

地域の皆様方との犠牲者供養の法要、流失しやっと見つかった不動明王尊の法要など、たくさんの支援

を頂きました。この地と四国八十八ヶ所霊場を橋渡しする公認先達となって間もない私達にとっては、

本当にありがたい事でした。感謝の気持ちが絶えません。



   三坂町 決壊現場にての法要    市長へ義援金の受け渡し

本当に皆様方にはご支援を頂き助けて頂きました。

この感謝の気持ちは忘れません。いつか何かの形で御恩返しができたらと思います。

また、私たち家族の活動を陰日向なく心身ともに支援して頂いた皆様方に、厚く御礼申し上げます。

今までの詳細、今後の経過報告は「facebook」の「山野井 喜仁」「Line」では「09088186322」にて

拡散掲載しています。アクセスお願いします。

また、山野井洋蘭ホームページ上でも、活動報告を随時更新しています。

これからも山野井は随時ボランティアの中心となって、一日も早い復興に向け努力しますので、皆様方

の引き続きの、ご支援をよろしくお願いいたします。   常総市水海道山田町   山野井 喜仁

          

山野井洋蘭ホームページ     Facebook 山野井 喜仁      Facebook 山野井洋蘭

http://www.ran-yamanoi.com


